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物  質  名 o-フタロジニトリル ＤＢ－38 

別  名 フタル-o-ジニトル、フタロニトリ
ル 

構 造 式 

 

CAS番号 91-15-6 
PRTR番号 － 
化審法番号 3-1799 

分子式 C8H4N2 分子量 128.13 
沸点 304.5℃(1,013.3 hPa) 1) 融点 138℃ 2) 
蒸気圧 5.69×10-3 mmHg (25℃、推定値) 3) 換算係数 1 ppm = 5.24 mg /m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 0.99（実測値）4) 水溶性 3.95×102 mg/L (25℃、実測値) 5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 65 mg/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 30 mg/kg 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、5、15、45 mg/kg/dayを 14日間混餌投与した結果、45 mg/kg/day群で体重増加の
有意な抑制を認めた。なお、機能観察総合検査（FOB）、組織検査では影響はなかった 7) 。

この結果から、NOAELを 15 mg/kg/dayとする。 
・雄ラットに 0、1、6、30 mg/kg/day を交尾前 2 週から計 44 日間強制経口投与した結果、30 

mg/kg/day群で体重増加の抑制、肝臓の絶対及び相対重量の増加、腎臓相対重量の増加、血清
中の総コレステロール値、総タンパクの増加、小葉中心部の肝細胞肥大、尿細管上皮の硝子

滴、尿細管で好塩基性変性の発生率の増加に有意差を認めた 8)。この結果から、NOAELを 6 
mg/kg/dayとする。 

・ラットの雄に 0、3、8、25 mg/kg/day、雌に 0、3、10、30 mg/kg/dayを 13週間混餌投与した
結果、雄の 25 mg/kg/day群及び雌の 10 mg/kg/day以上の群で自発運動量の増加、体重増加の
抑制、眼のレンズの曇りを認めた。なお、これらの投与群で中枢神経系、末梢神経系で組織

の変化はみられなかった 9)。この結果から、NOAELを雄で 8 mg/kg/day、雌で 3 mg/kg/dayと
する。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、1、6、30 mg/kg/dayを交尾前 2週から雄には計 44日間、雌には哺育 3日まで強
制経口投与した結果、30 mg/kg/day 群の雌雄で体重増加の抑制、雄で精巣相対重量、精巣上
体の絶対及び相対重量の増加、精細管萎縮、精巣上体の管腔内の細胞残屑出現と精子数の減

少の発生率が有意に増加した。また、30 mg/kg/day群の雌の全例が妊娠 19日から 23日の間
に痙攣を起こし、死亡した。なお、30 mg/kg/day 群の雌で黄体数、着床数等は対照群と同程
度であり、6 mg/kg/day以下の群でも生殖への影響はなかった。仔では、分娩仔のデータの得
られた 6 mg/kg/day以下の群で影響はみられなかった 8) 。この結果から、親及び仔の NOAEL
は 6 mg/kg/dayであった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・短期的なばく露で中枢神経系に影響を与えることがある。経口摂取や吸入すると、めまい、

頭痛、吐き気、嘔吐、痙攣、意識喪失を生じる 10) 。 
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・本物質のダストを吸入したり、経皮吸収した労働者で、0.5～48時間後に皮膚や粘膜の刺激、
めまい、吐き気、嘔吐、頭痛、意識喪失、てんかん様痙攣を起こしたとの報告 11, 12) があるが、

ばく露濃度は不明である。 
・本物質のばく露を受けた労働者 81人を対象とした罹患調査 13) 、労働者 83人を対象とした死
亡調査 14) 、労働者 20人を対象とした染色体の調査 15) 、1製造工場及び 3加工工場での健康
診断結果 16) では、本物質による悪影響はみられなかった。なお、各調査でばく露濃度の報告

はなかった。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られたNOAEL 3 mg/kg/day（自発
運動量の増加、体重増加の抑制、眼のレンズの曇り）を採用し、試験期間が短いことから 10で
除した 0.3 mg/kg/dayを暫定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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